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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月19日(2017.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の側面（１１０８）とウェブ中心面（６０８）に対して第一の側面（１１０８）の
反対側の第二の側面（１１１０）とを含む対称リブ構造（４００／６００）であって、前
記対称リブ構造（４００／６００）が前記ウェブ中心面（６０８）に関して前記第一の側
面（１１０８）と前記第二の側面（１１１０）との間で対称であり、
　複数のウェブ補強材（６１４）を備える構造ウェブ（４０８）であって、前記ウェブ中
心面（６０８）に平行であり、前記ウェブ中心面（６０８）に関して対称である構造ウェ
ブ（４０８）；
　前記対称リブ構造の周囲（７２８）に構成されたフランジ（７１４）；
　前記フランジに構成された締め具孔（７０６）であって、締め具孔（７０６）の中心線
（７１８）が前記ウェブ中心面（６０８）と揃えられている、締め具孔（７０６）；及び
　前記構造ウェブ（４０８）に構成された切り欠き（６２０）の対向する側面で前記フラ
ンジ（７１４）に結合された二つの支柱（７２４、７２６）であって、前記切り欠き（６
２０）が前記フランジ（７１４）に垂直な方向で前記締め具孔（７０６）に隣接する、二
つの支柱（７２４、７２６）
を備える、対称リブ構造（４００／６００）。
【請求項２】
　前記構造ウェブ（４０８）は、締め具孔（７０６）を分離するように構成される、請求
項１に記載の対称リブ構造（４００／６００）。
【請求項３】
　前記構造ウェブ（４０８）の前記ウェブ中心面（６０８）と位置合わせされた締め具（
６０４）をさらに備える、請求項１又は２に記載の対称リブ構造（４００／６００）。
【請求項４】
　前記切り欠き（６２０）は、締め具（６０４）及び前記締め具（６０４）を固定するた
めのツーリングコンポーネント（７１２）を受け入れるようにサイズ決定された体積を画
定し、前記切り欠き（６２０）は、前記二つの支柱（７２４、７２６）に沿って隙間（７
１０）を備える、請求項１から３のいずれか一項に記載の対称リブ構造（４００／６００
）。
【請求項５】



(2) JP 2015-227151 A5 2017.8.3

　前記締め具孔（７０６）及び前記切り欠き（６２０）の内装面（７３０）は、締りばめ
スリーブ補修（８０２）により覆われる、請求項１から４のいずれか一項に記載の対称リ
ブ構造（４００／６００）。
【請求項６】
　一列の締め具（６０４）が、前記構造ウェブ（４０８）の前記ウェブ中心面（６０８）
に取り付けられ、前記対称リブ構造（４００／６００）の幅を狭めることができる、請求
項１から５のいずれか一項に記載の対称リブ構造（４００／６００）。
【請求項７】
　前記対称リブ構造は、航空機の翼に取り付けられる、請求項１から６のいずれか一項に
記載の対称リブ構造（４００／６００）。
【請求項８】
　前記切り欠き（６２０）は、シアタイ切り欠き（６２０）を備え、前記フランジ（７１
４）は、ストックのサイズを縮小できる一つの締め具（６０４）を有するシアタイ足部（
６１０）を備える、請求項１から７のいずれか一項に記載の対称リブ構造（４００／６０
０）。
【請求項９】
　第一の側面（１１０８）とウェブ中心面（６０８）に対して第一の側面（１１０８）の
反対側の第二の側面（１１１０）とを含む対称リブ構造（４００／６００）であって、前
記ウェブ中心面（６０８）に関して前記第一の側面（１１０８）と前記第二の側面（１１
１０）との間で対称である、対称リブ構造（４００／６００）を構成するための方法であ
って：
　複数のウェブ補強材（６１４）を備える構造ウェブ（４０８）であって、前記ウェブ中
心面（６０８）に平行であり、前記ウェブ中心面に関して対称である構造ウェブ（４０８
）を構成すること；
　前記対称リブ構造（４００／６００）の周囲（７２８）にフランジ（７１４）を構成す
ること；
　前記フランジ（７１４）に中心線（７１８）が前記ウェブ中心面（６０８）と揃えられ
ている締め具孔（７０６）を構成すること；及び
　前記構造ウェブ（４０８）に構成された切り欠き（６２０）の対向する側面で前記フラ
ンジ（７１４）に結合された二つの支柱（７２４、７２６）であって、前記切り欠き（６
２０）が前記フランジ（７１４）に垂直な方向で前記締め具孔（７０６）に隣接する、二
つの支柱（７２４、７２６）を構成すること
を含む、方法。
【請求項１０】
　締め具（６０４）及び前記締め具（６０４）を固定するためのツーリングコンポーネン
ト（７１２）を受け入れるためにサイズ決定された体積を画定するように前記切り欠き（
６２０）を構成することをさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記二つの支柱（７２４、７２６）に沿って隙間（７１０）を備えるように前記切り欠
き（６２０）を構成することをさらに備える、請求項９又は１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記切り欠き（６２０）の内装面（７３０）及び前記締め具孔（７０６）を、締りばめ
スリーブ補修（８０２）により覆うことをさらに含む、請求項９から１１のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項１３】
　一列の締め具（６０４）を前記対称リブ構造（４００／６００）の前記構造ウェブ（４
０８）の前記ウェブ中心面（６０８）に取り付け、前記対称リブ構造（４００／６００）
の幅を狭められることをさらに含む、請求項９から１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記対称リブ構造（４００／６００）を航空機の翼に取り付けることをさらに含む、請
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求項９から１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　ストックのサイズを縮小できる一つの締め具（６０４）を前記フランジ（７１４）に備
えるシアタイ切り欠き（６２０）を備えるように、前記切り欠き（６２０）を構成するこ
とをさらに含む、請求項９から１４のいずれか一項に記載の方法。
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